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弁＋口蓋弁 9例, 歯肉弁＋舌弁 3例, 頰粘膜弁 6例であ
り, 11例に瘻孔を認めた.当院での再骨移植術は初回か
















五味 暁憲，?根岸 明秀，?平原 成浩?














討は,健常成人 124名 (男性 71名,女性 53名)で行った.
平均年齢は 25.5±5.3歳 (男性 26.0±5.3歳, 女性 24.8±
5.2歳)であった.地域差の検討は健常成人男性に限り,
関東地方出身者 12名 (28.2±4.9歳),関西地方出身者 12
名 (25.5±1.5歳),九州地方出身者 38名 (26.0±3.8歳)で
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する.【症例と経過】 対象は 1992年から 2010年まで
の 19年間に当科を受診し, LCHと病理組織学的に診断
された 7例 (男性 2名,女性 5名)である.初診時年齢は













ために, TUNEL法による検討を行った.【考 察】 核
の切れ込みを有するランゲルハンス細胞の割合は 30％







小川 孔幸，?内海 英貴，?三井 健揮?





















今回我々は,FACS (BD FACS Canto), 3種類のサイ
ズビーズ (0.6μm,0.9μm,2.0μm)によるゲート設定とカ
ウントビーズによる定量,膜リン脂質 (フォスファチジ
ルセリン)と由来細胞膜抗原 (GP-A,CD42a,CD51)に
対する抗体の二重染色法によるMPの測定法の開発を
試みた.
我々の測定法を用い,既報の 3種類の遠心条件で精製
した健常人血漿でMPを測定したところ,どの遠心条件
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